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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　処理対象画像に対する各種の機能設定項目に応じた処理結果を示す仕上がり画像を生成
する仕上がり画像生成手段と、
　前記処理対象画像が複数ページにわたっている場合、前記処理対象画像が存在する画像
部分の画素か、前記仕上がり画像の非画像部分の画素である無画素かを判別し、前記無画
素部分のピクセル値のみを透明を表す値に置換することにより、各ページの前記仕上がり
画像の非画像部分を所定の透明度に調整した透明仕上がり画像を生成する透明仕上がり画
像生成手段と、
　前記透明仕上がり画像をページの順に応じて重ね合わせて表示手段に表示する透明仕上
がり画像表示手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記仕上がり画像生成手段で前記機能設定項目に応じて前記処理対象画像に対して施さ
れる処理は、画像処理、当該画像処理後の処理画像の用紙への記録出力及び当該処理画像
の記録された用紙に対する後処理に至るまでの一連の各種処理である、
ことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記透明仕上がり画像生成手段は、複数ページからなる前記処理対象画像のうち任意の
目的ページを中心として、その前後の所定ページ数の前記透明仕上がり画像のみを生成す
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る、
ことを特徴とする請求項１または２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記透明仕上がり画像生成手段は、前記目的ページを中心とする前後の所定ページ数の
前記透明仕上がり画像の画像部分の画像濃度を、前記目的ページからのページ数の増加及
び減少に対応して徐々に濃度を低下させる、
ことを特徴とする請求項３記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記仕上がり画像生成手段は、前記処理対象画像が両面原稿の表面画像と裏面画像を含
んでいる場合、前記裏面画像については表裏反転させた反転画像を生成し、当該反転画像
に対して前記仕上がり画像を生成する、
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか一記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記仕上がり画像生成手段は、各ページの前記仕上がり画像に対して当該ページを特定
するためのページ特定画像を付加する、
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記仕上がり画像生成手段は、前記仕上がり画像に不具合が発生する場合には、当該不
具合の発生する前記仕上がり画像に付加される前記ページ特定画像を、他のページの前記
仕上がり画像に付加される前記ページ特定画像と比較して強調させる、
ことを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記表示手段に重ね合わせて表示されている前記透明仕上がり画像上の任意の座標が操
作手段を介して指定されたことを判定する座標指定判定手段と、
　前記透明仕上がり画像上の指定座標を中心とする所定の面積の領域である確認領域の画
像を、複数ページの前記仕上がり画像の全てのページから抽出する確認領域画像抽出手段
と、
　抽出した各ページの前記確認領域画像を、所定の順序で並べて前記表示手段に一覧表示
する確認領域画像表示手段と、
を備えることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか一記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記操作手段は、前記表示手段上に配置されたタッチパネルである、
ことを特徴とする請求項８記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　処理対象画像に対する各種の機能設定項目に応じた処理結果を示す仕上がり画像を生成
する仕上がり画像生成機能と、
　前記処理対象画像が複数ページにわたっている場合、前記処理対象画像が存在する画像
部分の画素か、前記仕上がり画像の非画像部分の画素である無画素かを判別し、前記無画
素部分のピクセル値のみを透明を表す値に置換することにより、各ページの前記仕上がり
画像の非画像部分を所定の透明度に調整した透明仕上がり画像を生成する透明仕上がり画
像生成機能と、
　前記透明仕上がり画像をページの順に応じて重ね合わせて表示手段に表示する透明仕上
がり画像表示機能と、
をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　複写装置、ファクシミリ装置、プリンタ装置、あるいは、これらの機能を兼ね備えたい
わゆるＭＦＰ（Multi Function Peripheral）と称される複合機等の画像処理装置におい
ては、ユーザが当該画像処理装置の有する機能のなかから実行させたい機能を選択し、所
望の内容に設定する必要がある。例えば、原稿の種類や濃度等の原稿の状態に関する設定
、画像の拡大／縮小、片面／両面印刷、余白サイズ等の各種画像処理に関する設定及びソ
ート、ステープル処理、パンチ穴あけ処理等の後処理に関する設定等を行う必要がある。
【０００３】
　そこで、従来の画像処理装置は、これらの多種多様な設定をユーザに行わせるために、
非常に膨大な設定項目と各設定項目内での複数の設定内容を用意し、ユーザは、このよう
な膨大な設定項目と設定項目内での設定内容のなかから意図する処理結果を得られる設定
の選択操作を行うようにしている。
【０００４】
　ところが、従来の画像処理装置にあっては、設定内容によって最終的にどのような処理
結果、例えば、印刷結果が得られるのかは、実際に印刷出力されないと分からず、予想外
の仕上がりになってしまう場合も少なくない。
【０００５】
　そこで、従来、印刷結果の状態を示すプレビュー画像を表示するプレビュー表示装置（
特許文献１参照）、紙質の異なる用紙形態の表現される用紙画像データが選択されると、
当該選択された用紙画像データに対応した用紙上に画像データが印刷された状態のプレビ
ュー画像を表示する画像処理装置（特許文献２参照）及び編集処理された複数の画像デー
タを合成して、プレビュー表示する画像形成システム（特許文献３参照）が提案されてい
る。
【０００６】
　すなわち、これらの従来技術は、いずれも設定内容に応じて画像処理した処理結果の画
像を１枚、あるいは、複数枚を合成してプレビュー表示している。
【０００７】
　そして、このようなプレビュー画像を見て設定をやり直す等の操作を行うことで、印刷
出力される前に、仕上がり状態を確認して設定操作を行うことで、意図する画像出力を得
ることができる。
【０００８】
【特許文献１】特開２００３－５４７１号公報
【特許文献２】特開２００２－１０３７２６号公報
【特許文献３】特開平１１－２３４５０３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記各従来技術にあっては、いずれも設定内容に応じて画像処理した処
理結果の画像を１枚、あるいは、複数枚を合成してプレビュー表示するのみであるため、
画像枚数が多い場合には、複数ページからなる全体画像の構成状態や確認したい画像を見
つけるのに１ページずつページめくり操作を行って見つける必要があり、利用性が悪いと
いう問題があった。
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、複数ページからなる処理対象画像の全
てのページの設定内容に応じた処理結果の状態を透明仕上がり画像として透過した状態で
見渡せ、全体のレイアウトを容易に確認することができるとともに、確認したい目的のペ
ージを速やかに検索することのできる利用性の良好な画像処理装置およびプログラムを提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明の画像処理装置
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は、処理対象画像に対する各種の機能設定項目に応じた処理結果を示す仕上がり画像を生
成する仕上がり画像生成手段と、前記処理対象画像が複数ページにわたっている場合、前
記処理対象画像が存在する画像部分の画素か、前記仕上がり画像の非画像部分の画素であ
る無画素かを判別し、前記無画素部分のピクセル値のみを透明を表す値に置換することに
より、各ページの前記仕上がり画像の非画像部分を所定の透明度に調整した透明仕上がり
画像を生成する透明仕上がり画像生成手段と、前記透明仕上がり画像をページの順に応じ
て重ね合わせて表示手段に表示する透明仕上がり画像表示手段と、を備える。
【００１２】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１記載の画像処理装置において、前記仕上がり
画像生成手段で前記機能設定項目に応じて前記処理対象画像に対して施される処理は、画
像処理、当該画像処理後の処理画像の用紙への記録出力及び当該処理画像の記録された用
紙に対する後処理に至るまでの一連の各種処理である。
【００１３】
　また、請求項３にかかる発明は、請求項１または２記載の画像処理装置において、前記
透明仕上がり画像生成手段は、複数ページからなる前記処理対象画像のうち任意の目的ペ
ージを中心として、その前後の所定ページ数の前記透明仕上がり画像のみを生成する。
【００１４】
　また、請求項４にかかる発明は、請求項３記載の画像処理装置において、前記透明仕上
がり画像生成手段は、前記目的ページを中心とする前後の所定ページ数の前記透明仕上が
り画像の画像部分の画像濃度を、前記目的ページからのページ数の増加及び減少に対応し
て徐々に濃度を低下させる。
【００１５】
　また、請求項５にかかる発明は、請求項１ないし４のいずれか一記載の画像処理装置に
おいて、前記仕上がり画像生成手段は、前記処理対象画像が両面原稿の表面画像と裏面画
像を含んでいる場合、前記裏面画像については表裏反転させた反転画像を生成し、当該反
転画像に対して前記仕上がり画像を生成する。
【００１６】
　また、請求項６にかかる発明は、請求項１ないし５のいずれか一記載の画像処理装置に
おいて、前記仕上がり画像生成手段は、各ページの前記仕上がり画像に対して当該ページ
を特定するためのページ特定画像を付加する。
【００１７】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項６記載の画像処理装置において、前記仕上がり
画像生成手段は、前記仕上がり画像に不具合が発生する場合には、当該不具合の発生する
前記仕上がり画像に付加される前記ページ特定画像を、他のページの前記仕上がり画像に
付加される前記ページ特定画像と比較して強調させる。
【００１８】
　また、請求項８にかかる発明は、請求項１ないし７のいずれか一記載の画像処理装置に
おいて、前記表示手段に重ね合わせて表示されている前記透明仕上がり画像上の任意の座
標が操作手段を介して指定されたことを判定する座標指定判定手段と、前記透明仕上がり
画像上の指定座標を中心とする所定の面積の領域である確認領域の画像を、複数ページの
前記仕上がり画像の全てのページから抽出する確認領域画像抽出手段と、抽出した各ペー
ジの前記確認領域画像を、所定の順序で並べて前記表示手段に一覧表示する確認領域画像
表示手段と、を備える。
【００１９】
　また、請求項９にかかる発明は、請求項８記載の画像処理装置において、前記操作手段
は、前記表示手段上に配置されたタッチパネルである。
【００２０】
　また、請求項１０にかかる発明のプログラムは、処理対象画像に対する各種の機能設定
項目に応じた処理結果を示す仕上がり画像を生成する仕上がり画像生成機能と、前記処理
対象画像が複数ページにわたっている場合、前記処理対象画像が存在する画像部分の画素
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か、前記仕上がり画像の非画像部分の画素である無画素かを判別し、前記無画素部分のピ
クセル値のみを透明を表す値に置換することにより、各ページの前記仕上がり画像の非画
像部分を所定の透明度に調整した透明仕上がり画像を生成する透明仕上がり画像生成機能
と、前記透明仕上がり画像をページの順に応じて重ね合わせて表示手段に表示する透明仕
上がり画像表示機能と、をコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の画像処理装置によれば、複数ページの処理対象画像の全てのページに対して設
定内容に応じて各種処理を施した仕上がり状態を示す仕上がり画像を生成するとともに、
少なくとも当該仕上がり画像の各ページの非画像部分を所定の透明度に調整して透明仕上
がり画像として生成し、表示手段に当該全てのページの透明仕上がり画像を重ね合わせて
表示することにより、複数ページからなる処理対象画像の全てのページの設定内容に応じ
た処理結果の状態を透過した状態で透明仕上がり画像として見渡して、全体のレイアウト
を容易に確認することができるとともに、確認したい目的のページを速やかに検索するこ
とができ、利用性を向上させることができる。
【００２２】
　本発明のプログラムによれば、複数ページの処理対象画像の全てのページに対して設定
内容に応じて各種処理を施した仕上がり状態を示す仕上がり画像を生成するとともに、少
なくとも当該仕上がり画像の各ページの非画像部分を所定の透明度に調整して透明仕上が
り画像として生成し、表示手段に当該全てのページの透明仕上がり画像を重ね合わせて表
示することにより、複数ページからなる処理対象画像の全てのページの設定内容に応じた
処理結果の状態を透過した状態で透明仕上がり画像として見渡して、全体のレイアウトを
容易に確認することができるとともに、確認したい目的のページを速やかに検索すること
ができ、利用性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の好適な実施例を添付図面に基づいて詳細に説明する。なお、以下に述べ
る実施例は、本発明の好適な実施例であるから、技術的に好ましい種々の限定が付されて
いるが、本発明の範囲は、以下の説明において特に本発明を限定する旨の記載がない限り
、これらの態様に限られるものではない。
【００２４】
　［第１の実施の形態］
  本実施の形態は、画像処理装置として、コピー機能、ファクシミリ機能、プリント機能
、スキャナ機能及び入力画像（スキャナ機能による読み取り原稿画像やプリンタあるいは
ファクシミリ機能により入力された画像）を配信する機能等を複合したいわゆるＭＦＰ（
Multi Function Peripheral）と称される複合機を適用した例である。
【００２５】
　図１～図１４は、本発明の画像処理装置の第１の実施の形態を示す図である。図１は、
本発明の画像処理装置の第１の実施の形態を適用した画像処理装置１の要部を示すブロッ
ク図である。
【００２６】
　図１において、画像処理装置１は、原稿読取部２、画像記憶部３、画像解析部４、ユー
ザインターフェイス部５、仕上がり画像生成部６及びプレビュー画像表示部７等を備えて
いるとともに、図示しない画像処理部、印刷部、後処理部等を備えており、ファクシミリ
装置、複写装置、プリンタ装置、複合装置等に適用することができる。
【００２７】
　原稿読取部２は、相対的に副走査方向に移動する原稿に読取光を照射してその反射光を
ＣＣＤ（Charge Coupled Device ）等の光電変換素子で光電変換することで、当該原稿の
画像を読み取ってデジタルの画像データに変換し、画像記憶部３に出力する。原稿読取部
２は、搭載する複数枚の原稿を一枚ずつ送り出すＡＤＦ（Auto Document Feeder）を備え
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ているときには、当該ＡＤＦから送られてくる原稿を順次読み取って、画像記憶部３に画
像データとして渡す。
【００２８】
　画像記憶部３は、大容量のＲＡＭ（Random Access Memory）やハードディスク等の大容
量記憶媒体で構成され、原稿読取部２の読み取った画像データをファイル毎に分類して記
憶する。
【００２９】
　画像解析部４は、画像記憶部３に格納されている原稿ファイルを、例えば、光学式文字
認識処理等を用いて解析し、当該原稿ファイルの特性値を算出して、算出結果を原稿特性
値として仕上がり画像生成部６に出力する。この原稿特性値は、大きく分けて原稿状態の
特性値、画像の特性値及びレイアウトの特性値に分けることができる。例えば、原稿状態
特性値は、原稿枚数（ページ数）、原稿面（両面原稿／片面原稿の区別）等を数値化した
ものである。画像特性値は、画像種類（文字、写真、イラスト、これらの混在画像）、使
用色（モノクロ／カラー、カラーの数）、原稿濃度、画素密度（原稿全体における有画素
部分の面積比率）、使用文字サイズ等を数値化したものである。レイアウト特性値は、原
稿方向（原稿の上下左右の位置関係）原稿サイズ、上下左右の余白寸法、レイアウト情報
（段組原稿か否か）等を数値化したものである。
【００３０】
　ユーザインターフェイス部（操作手段）５は、各種操作キー及び表示手段としてのプレ
ビュー画像表示部（例えば、液晶ディスプレイ）７上に配設されたタッチパネルが用いら
れており、操作キーやタッチパネルからは画像処理装置１の操作を行うのに必要な各種操
作が行われる。特に、ユーザが印刷したい原稿に対する原稿画像の画像処理（画像加工）
、印刷条件に関する設定、後処理に関する設定等の各種設定操作が行われる。
【００３１】
　ユーザインターフェイス部５での印刷を行う場合の各種設定としては、例えば、実行し
たい機能を設定項目（メニュー項目）としてプレビュー画像表示部７に表示し、この設定
項目からユーザが任意に選択した設定項目について設定値（設定内容）を設定する表示を
行う。この設定項目としては、例えば、原稿の状態に応じた原稿読取部２での読取条件に
対する各種設定項目、読み取った画像データを加工する図示しない画像処理部での画像処
理内容（例えば、シャープネス、カラー調整等）に対する各種設定項目、図示しない印刷
部での印刷条件に対する各種設定項目及び図示しない後処理部での印刷物に対するソート
、ステープル、パンチ穴等の後処理に対する各種設定項目等である。
【００３２】
　図２は、プレビュー画像表示部７の表示画面７ａにおける表示の一例を示す模式図であ
る。プレビュー画像表示部７の表示画面７ａには、処理対象画像（仕上がり画像）１０お
よび機能設定項目（メニュー項目）９が表示される。機能設定項目（メニュー項目）９と
しては、ステープル、パンチ、とじしろ調整、わく消去、スタンプおよびページ番号など
の処理対象画像（仕上がり画像）１０上の場所に依存したメニュー９ａが画面の右側に表
示されている。また、出力カラー、出力濃度、用紙、拡大／縮小、片面／両面、集約、ソ
ート／スタックおよび地肌などのコンテンツに依存しないメニュー９ｂが画面の左側に表
示されている。
【００３３】
　仕上がり画像生成部６は、画像記憶部３に記憶されている原稿ファイルの各ページの画
像データ（原稿画像データ）に対して、画像解析部４での解析結果である原稿特性値とユ
ーザインターフェイス部５での上記設定項目毎の設定値である設定内容に基づいて印刷部
で印刷し後処理部で後処理した結果の仕上がり画像を生成し、当該生成した仕上がり画像
データをプレビュー画像表示部７に出力する。この仕上がり画像生成部６の生成する仕上
がり画像データとしては、原稿読取部２で、印刷処理を行う前に予め原稿を読み取るプレ
スキャンあるいは印刷処理を行う際に原稿を読み取る本スキャンによって読み取られた原
稿の画像データ（原稿生画像データ）、画像解析部４による原稿画像データの解析結果で
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ある原稿特性値によってのみ仕上がり画像生成部６の処理した処理途中画像データ、画像
解析部４からの原稿特性値とユーザインターフェイス部５によって設定された設定内容に
よって仕上がり画像生成部６の処理した処理途中画像データ、最終的に仕上がり画像生成
部６の処理した仕上がり画像データ等の各処理段階の画像データがある。そして、仕上が
り画像生成部６は、この仕上がり画像データを、さらに、各ページの非画像部分（背景部
分）については、所定の透明度に調整するとともに、当該画像データの各ページの画像部
分については、所定の濃度に調整する透明度／濃度調整処理を行った透明仕上がり画像デ
ータとする。なお、この仕上がり画像生成部６の仕上がり画像データに対する透明度／濃
度調整処理による透明仕上がり画像データへの調整処理については、後述する。
【００３４】
　さらに、仕上がり画像生成部６は、原稿が表裏両面原稿であるときには、裏面の画像デ
ータを左右反転させた反転画像データとし、この反転画像データから透明仕上がり画像デ
ータを生成する。
【００３５】
　プレビュー画像表示部７は、例えば、液晶ディスプレイ等が用いられ、上記ユーザイン
ターフェイス部５のタッチパネルがプレビュー画像表示部７の上部に重ねて配置される。
そして、プレビュー画像表示部７は、Ｎ個の透明仕上がり画像データを格納する図３に示
すような構成のプレビュー画像表示用バッファを備えている。プレビュー画像表示部７は
、仕上がり画像生成部６からのＮページ分の仕上がり画像データを、各プレビュー画像表
示用バッファのレイヤに１ページ目からＮページ目まで順次格納する。
【００３６】
　仕上がり画像生成部６は、このプレビュー画像表示用バッファに格納されている各ペー
ジ（レイヤ）の仕上がり画像データの透明度パラメータ値と濃度パラメータ値（図３では
、透明度パラメータのみを示している。）を適宜設定することで、仕上がり画像の各ペー
ジの非画像部分を所定の透明度とし、各ページの画像部分を所定の濃度の画像とする透明
度／濃度調整処理を行って、プレビュー画像表示用バッファの仕上がり画像データを透明
仕上がり画像データとする。すなわち、仕上がり画像生成部６は、プレビュー画像表示バ
ッファの各ページ（レイヤ）の仕上がり画像データの非画像部分の透明度パラメータ値を
、例えば、全て１００％とすることで、全てのページの非画像部分（背景部分）を透明に
する。また、仕上がり画像生成部６は、プレビュー画像表示バッファの各ページ（レイヤ
）の仕上がり画像データの画像部分については、その濃度パラメータを所定のパラメータ
値、例えば、原稿濃度をそのままの濃度とする濃度１００％とすることで、全てのページ
の画像部分を透明の非画像部分を透過して見える状態とする。そして、仕上がり画像生成
部６は、この非画像部分の透明度パラメータ値を、０％から１００％の間で任意の値に調
整可能であり、透明度パラメータ値は、その値が小さいほど濃度が高く、その値が大きい
ほど、濃度が低くなって、下層レイヤ（後ページ）の画像が透けて見える。また、画像部
分の濃度パラメータを０％から任意の％、例えば、２０％、５０％、８０％、１００％、
１２０％等に調整可能であり、濃度パラメータ値は、その値が小さいほど濃度が低く、そ
の値が大きいほど、濃度が高くなって、重なって表示されているときに、その値が大きい
ほど認識度が高くなる。濃度パラメータ値は、０％では、画像部分が無くなり、１００％
では、原稿読取部２での原稿読取濃度となる。
【００３７】
　プレビュー画像表示部７は、その表示画面７ａに、例えば、図２に示すように、これら
の全てのページの透明仕上がり画像データを重ね合わせた状態の透明仕上がり画像１０を
、表示する。そして、透明仕上がり画像データは、上述のように、その非画像部分が所定
の透明度パラメータ値、例えば、透明度パラメータ１００％に設定されており、その画像
部分が所定の濃度パラメータ値、例えば、濃度パラメータ１００％に設定されているため
、あるレイヤ（ページ）における座標（Ｘ、Ｙ）のピクセル値の透明度（透明度パラメー
タ値）に従って、そのレイヤよりも下層のレイヤ（ページ）のデータ（画像部分）が透過
して見える。
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【００３８】
　画像処理装置１は、図示しない画像処理部で、画像解析部４の解析結果の原稿特性値と
ユーザインターフェイス部５で最終的に設定された設定内容からなる最終設定内容に応じ
た画像処理を行い、当該画像処理された画像データと最終設定内容の印刷設定に基づいて
図示しない印刷部で用紙に印刷処理し、当該印刷出力された用紙を図示しない後処理部で
最終設定内容に応じた後処理を行って、処理済の用紙を排出する。
【００３９】
　なお、上記仕上がり画像生成部６は、この画像処理装置１が本来備えている画像処理部
に組み込まれていてもよい。
【００４０】
　次に、本実施の形態の作用を説明する。本実施の形態の画像処理装置１は、原稿読取部
２のＡＤＦに複数枚の原稿がセットされ、ユーザインターフェイス部５で必要な設定が行
われて、スタートキーがオンされると、ＡＤＦから１枚ずつ原稿を原稿読取部２の読取位
置に搬送して、原稿読取部２で原稿を順次読み取り、原稿読取部２の読み取った原稿の画
像データを一旦画像記憶部３に蓄積した後、仕上がり画像生成部６で透明仕上がり画像を
生成して、プレビュー画像表示部７の表示画面７ａに、透明仕上がり画像１０を順次重ね
合わせて表示する。
【００４１】
　画像処理装置１による透明仕上がり画像表示処理について、図４のフローチャートを参
照しつつ説明する。図４に示すように、画像処理装置１は、原稿読取部２での原稿の読み
取りを開始すると、全ての原稿の読み取りが完了したか否かをチェックする（ステップＳ
１０１）。
【００４２】
　全ての原稿の読み取りが完了していないときには（ステップＳ１０１のＮｏ）、原稿１
ページをＡＤＦから原稿読取部２に送り、原稿読取部２で当該１ページの原稿の読み取り
を行い、読み取った１ページ分の原稿画像データを画像記憶部３に蓄積する（ステップＳ
１０２）。
【００４３】
　次に、画像処理装置１は、当該１ページ目の原稿の画像データを画像記憶部３から読み
出して、当該原稿画像データから画像解析部４が解析した原稿特性値とユーザがユーザイ
ンターフェイス部５で設定した設定値からなる設定内容に応じて、仕上がり画像生成部６
で仕上がり画像データを生成する（ステップＳ１０３：仕上がり画像生成手段）。
【００４４】
　次に、画像処理装置１は、画像解析部４の解析結果から当該ページの画像データが両面
原稿の裏面データであるかチェックして、裏面データであるときには、ピクセル値のＸ座
標方向の並び順を反転させて、左右方向（Ｘ方向）の反転した反転画像を生成し（ステッ
プＳ１０４）、生成した仕上がり画像データの全てのＸ、Ｙについて、ピクセル値Ｐ（Ｘ
、Ｙ）が有画素（文字や写真等の何らかのコンテンツが存在する画像部分の画素）である
か、無画素（原稿の地肌である非画像部の画素）であるかを判別し、無画素部分のピクセ
ル値のみを、「透明」を表す値（以下、単に、「透明」という。）に置換する（ステップ
Ｓ１０５）。
【００４５】
　次に、画像処理装置１は、プレビュー画像表示部７のプレビュー画像表示用バッファの
最下層に新たなレイヤを生成し、この新たに生成したレイヤに仕上がり画像生成部６の生
成した仕上がり画像データを格納する（ステップＳ１０６）。
【００４６】
　画像処理装置１は、プレビュー画像表示部７のプレビュー画像表示用バッファの新たな
レイヤに仕上がり画像生成部６の生成した仕上がり画像データを格納すると、当該レイヤ
の仕上がり画像データの透明度パラメータ値と濃度パラメータ値とを設定することで、当
該仕上がり画像データを透明仕上がり画像データとし、プレビュー画像表示部７の表示画
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面に表示させる（ステップＳ１０７：透明仕上がり画像生成手段，透明仕上がり画像表示
手段）。
【００４７】
　画像処理装置１は、透明仕上がり画像データの透明仕上がり画像１０を表示させると、
ステップＳ１０１に戻って、全ての原稿の読み取りが完了したかチェックする（ステップ
Ｓ１０１）。
【００４８】
　全ての原稿の読み取りが完了していないときには（ステップＳ１０１のＮｏ）、次の原
稿の読み取りから上記同様に処理する。すなわち、仕上がり画像データをプレビュー画像
表示部７のプレビュー画像表示用バッファの新たなレイヤに格納した後、この新たなレイ
ヤの仕上がり画像データの透明度パラメータ値と濃度パラメータ値とを設定することで、
当該仕上がり画像データを透明仕上がり画像データとする。その後、当該透明仕上がり画
像データの透明仕上がり画像１０を、先に作成した透明仕上がり画像データの透明仕上が
り画像１０と重ね合わせて、プレビュー画像表示部７の表示画面７ａに表示させる（ステ
ップＳ１０２～Ｓ１０７）。
【００４９】
　画像処理装置１は、上記処理を順次行って、原稿の全てのページの読み取りを行って、
全てのページの仕上がり画像を生成し、当該仕上がり画像データを透明仕上がり画像デー
タとして、先に作成した透明仕上がり画像データの透明仕上がり画像１０と重ね合わせて
、例えば、図２に示すような重ね合わさった透明仕上がり画像１０を、プレビュー画像表
示部７の表示画面７ａに表示する（ステップＳ１０１～Ｓ１０７）。
【００５０】
　画像処理装置１は、ステップＳ１０１で、原稿の全てのページの読み取りと透明仕上が
り画像１０の重ね合わせ表示を行うと、処理を終了する。
【００５１】
　このように、本実施の形態の画像処理装置１は、複数ページの処理対象画像の全てのペ
ージに対して、仕上がり画像生成部６で、画像解析部４での原稿特性の解析結果である原
稿特性値とユーザインターフェイス部５での設定である設定情報からなる設定内容に応じ
て各種処理を施した仕上がり状態を示す仕上がり画像を生成するとともに、少なくとも当
該仕上がり画像の各ページの非画像部分を所定の透明度に調整して透明仕上がり画像とし
て生成し、プレビュー画像表示部７に当該全てのページの透明仕上がり画像を重ね合わせ
て表示している。
【００５２】
　したがって、複数ページからなる処理対象画像の全てのページの設定内容に応じた処理
結果の状態を透明仕上がり画像として透過した状態で見渡して、全体のレイアウトを容易
に確認することができるとともに、確認したい目的のページを速やかに検索することがで
き、利用性を向上させることができる。
【００５３】
　また、本実施の形態の画像処理装置１は、仕上がり画像生成部６で、設定内容に応じて
、画像処理、当該画像処理済の画像の用紙への印刷出力及び当該印刷出力済の用紙への後
処理に至る一連の処理を施した仕上がり状態を示す画像を生成している。
【００５４】
　したがって、一連の処理の仕上がり状態を一目して確認することができ、利用性を向上
させることができる。
【００５５】
　この場合、この一連の処理の結果の透明仕上がり画像１０を見て、ユーザインターフェ
イス部５で当該一連の処理における設定を行うことができるので、より一層意図する結果
となる設定を適切かつ簡単に行うことができる。
【００５６】
　さらに、本実施の形態の画像処理装置１は、処理対象画像が、両面原稿の表面画像と裏
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面画像を含んでいると、仕上がり画像生成部６で、当該裏面画像については、表裏反転さ
せた反転画像を生成して、当該反転画像に対して仕上がり画像を生成している。
【００５７】
　したがって、透明仕上がり画像を、表裏面の画像に対してそれぞれ表面画像、裏面画像
として実際の状態を忠実に表した状態で表示することができ、全体の構成をより一層的確
かつ正確に確認することができる。
【００５８】
　なお、このプレビュー画像表示部７の重ね合わさった透明仕上がり画像１０の表示を見
て、ユーザが、ユーザインターフェイス部５を操作することで、特定のページや全てのペ
ージに対して設定内容を変更、解除等を行う場合について説明する。この場合、仕上がり
画像生成部６は、新たな設定内容に基づいて仕上がり画像を生成して、プレビュー画像表
示部７のプレビュー画像表示用バッファの仕上がり画像を書き換えて透明仕上がり画像１
０とし、プレビュー画像表示部７が当該書き換えられた透明仕上がり画像データによる重
ね合わせの透明仕上がり画像１０を表示する。
【００５９】
　したがって、設定変更の内容をフィードバックして確認することができ、より一層適切
な設定を簡単かつ容易に行うことができる。
【００６０】
　また、プレビュー画像表示部７の複数ページの重ね合わさった透明仕上がり画像１０の
表示においては、各ページを特定するページ特定画像を付加してもよい。
【００６１】
　例えば、図５に示すように、各ページの透明仕上がり画像１０の右側端に当該ページを
示すタグ（ページ特定画像）２０を付加する。
【００６２】
　この各ページの透明仕上がり画像１０へのタグ２０の付加は、仕上がり画像生成部６が
原稿の画像データの各ページの仕上がり画像データを生成する際に、予めメモリ等に格納
されているタグデータを当該仕上がり画像データに付加することで行う。
【００６３】
　このようにすると、移動先のページのタグをタッチパネル等で指示操作することにより
、確認したいページに速やかに移動して表示させる等の操作を行うことができ、より一層
利用性を向上させることができる。
【００６４】
　さらに、本実施の形態の画像処理装置１は、図５に示したように各ページの仕上がり画
像（透明仕上がり画像）１０にタグ２０を付加する場合、ユーザの設定に応じて処理した
結果、処理結果に不具合が発生するときには、当該不具合の発生するページのタグ２０を
強調させて表示するようにしてもよい。
【００６５】
　例えば、後処理として、ステープル処理やパンチ穴あけ処理が指定されていて、仕上が
り画像生成部６で、当該ステープル処理やパンチ穴あけ処理を設定内容とする仕上げ画像
データを生成したとき、画像解析部４から取得した原稿特性値と設定内容（余白寸法調整
の有無等）に基づいて、当該設定内容の処理を行うと、当該処理の行われる位置に十分な
余白が存在するかどうかを判断する。そして、仕上がり画像生成部６は、十分な余白が存
在せず、例えば、図６に丸印で示すパンチ穴Ｐと４ページ目の画像部とが重なって、４ペ
ージ目の画像の一部がパンチ穴Ｐをあけることで消失するという不具合が発生するときに
は、図６に示すように、４ページのタグ２０を他のページのタグとは異なる状態、例えば
、色を異ならせたり、所定色で塗り潰したりすることで強調させる。
【００６６】
　このようにすると、処理結果に不具合の発生するページを簡単かつ容易に確認すること
ができ、適切で必要な対策を速やかにとることができる。
【００６７】
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　また、本実施の形態の画像処理装置１は、重ね合わせられた複数ページの透明仕上がり
画像の部分画像を一覧表示するようにしてもよい。この場合、ユーザインターフェイス部
５に部分画像一覧モード切替ボタン（図示せず）を設け、この部分画像一覧モード切替ボ
タンを操作することで部分画像一覧モードが選択される。
【００６８】
　そして、画像処理装置１は、部分画像一覧モード切替ボタンで部分画像一覧モードが選
択されている状態で、図７に示すように、複数ページが重なり合わされた透明仕上がり画
像のページ番号印字位置１０ｂがタッチ操作（指示操作）された場合について検討する（
座標指定判定手段）。この場合、仕上がり画像生成部６が、当該タッチされた位置（座標
）を中心とする所定の小さい矩形領域（矩形領域に限るものではない。）の画像（矩形領
域画像）を確認領域として全てのページの仕上がり画像データから抽出して（確認領域画
像抽出手段）、例えば、仕上がり画像表示部７のプレビュー画像表示用バッファの新たな
レイヤに各ページの矩形領域画像をページ順に並べて格納する。そして、当該新たなレイ
ヤの矩形領域画像（確認領域画像）のみを、図８に示すように、仕上がり画像表示部７の
表示画面７ａに表示する（確認領域画像表示手段）。この図８では、仕上がり画像１０の
並びがページ順に正しく並んでいることを知ることができる。
【００６９】
　また、例えば、図９に示すように、複数ページが重なり合わされた透明仕上がり画像の
グラフ表示部分の一部の位置（表示画面７ａの座標ポイント）１０ｃ（図９で丸印で示す
位置）がタッチ操作（指示操作）された場合について検討する。この場合、仕上がり画像
生成部６が、当該タッチされた位置を中心とする所定の小さい矩形領域（矩形領域に限る
ものではない。）の画像（矩形領域画像）を全てのページの仕上がり画像データから抽出
して、例えば、仕上がり画像表示部７のプレビュー画像表示用バッファの新たなレイヤに
各ページの矩形領域画像をページ順に並べて格納する。そして、当該新たなレイヤの矩形
領域画像のみを、図１０に示すように、仕上がり画像表示部７の表示画面７ａに表示する
。この図１０では、グラフが６ページに描かれていることが分かる。
【００７０】
　このようにすると、特定の画像内容のページの有無及び該当ページを一見して分かるよ
うにすることができ、より一層利用性を向上させることができる。
【００７１】
　さらに、本実施の形態の画像処理装置１は、複数ページからなる原稿画像データの全て
のページの透明仕上がり画像を表示するのではなく、所定の目的ページを中心として、そ
の前後の所定ページ数の透明仕上がり画像のみを部分ページ透明仕上がり画像として表示
するようにしてもよい。この目的ページを中心とする前後数ページの透明仕上がり画像の
みを部分ページ透明仕上がり画像として表示するのは、特定の画像内容（コンテンツ）の
存在する特定内容ページを検索する際に有効となる。
【００７２】
　この場合、例えば、仕上がり画像生成部６が、原稿画像データの全てのページの仕上が
り画像データを生成して、プレビュー画像表示部７のプレビュー画像表示用バッファの各
レイヤに順次格納する。そして、ユーザインターフェイス部５で目的ページが指定される
と、当該指定された目的ページの仕上がり画像データを中心として、当該目的ページの前
後所定数ページ以外の画像データの非画像部分の透明度パラメータ値を１００％とし、画
像部分の濃度パラメータ値を０％として、画像部分も無くした１００％透明とすることで
、目的ページとその前後所定数ページのみの透明仕上がり画像が重なり合った状態の画像
を部分ページ透明仕上がり画像として表示画面７ａに表示させることができる。
【００７３】
　また、この場合、仕上がり画像生成部６が目的ページを中心とする前後の所定ページ数
の仕上がり画像データである部分ページ透明仕上がり画像に対して設定する濃度パラメー
タ値に変化を持たせてもよい。
【００７４】
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　例えば、図１１に示すように、目的ページを中心として、前後に２ページの透明仕上が
り画像を部分ページ透明仕上がり画像として表示する場合、目的ページの濃度パラメータ
値を最も大きい値（例えば、１００％）、±１ページの濃度パラメータ値を目的ページの
半分程度の値（例えば、５０％）、±２ページの濃度パラメータ値を最も小さい値（例え
ば、２０％）に設定する。図１１の場合、濃度パラメータ値１００％の４ページを目的ペ
ージとして、その前後に濃度パラメータ値５０％のページと濃度パラメータ値２０％のペ
ージの２ページの透明仕上がり画像が重なり合って部分ページ透明仕上がり画像を構成し
ている。図１２の場合、濃度パラメータ値１００％の６ページを目的ページとして、その
前後に濃度パラメータ値５０％のページと濃度パラメータ値２０％のページの２ページの
透明仕上がり画像が重なり合って部分ページ透明仕上がり画像を構成している。図１２の
場合、濃度パラメータ値１００％の８ページを目的ページとして、その前後に濃度パラメ
ータ値５０％のページと濃度パラメータ値２０％のページの２ページの透明仕上がり画像
が重なり合って部分ページ透明仕上がり画像を構成している。そして、図１２を図１１及
び図１３と比較して分かるように、６ページの上に２ページ分の透明仕上がり画像が重な
り、下に、２ページ分の透明仕上がり画像が重なっているが、最大濃度でありグラフ画像
を有する６ページの画像が認識しやすくなっている。
【００７５】
　したがって、高速で透明仕上がり画像をスクロールさせて目的とする内容の画像のペー
ジを検索する場合に、当該目的とする画像内容のページを速やかにかつ容易に見つけるこ
とができ、利用性をより一層向上させることができる。
【００７６】
　図１４は、本実施の形態にかかる画像処理装置１のハードウェア構成を示すブロック図
である。この画像処理装置１は、ファックスやスキャナなどの複合的機能を備える複合機
（ＭＦＰ）として構成されている。図１４に示すように、画像処理装置１は、コントロー
ラ１１０１とエンジン（Engine）部１１０２とをＰＣＩ（Peripheral Component Interco
nnect）バスで接続した構成となる。コントローラ１１０１は、画像処理装置１全体の制
御と描画、通信、操作部１１２０からの入力を制御するコントローラである。エンジン部
１１０２は、ＰＣＩバスに接続可能なプリンタエンジンなどであり、例えば白黒プロッタ
、１ドラムカラープロッタ、４ドラムカラープロッタ、スキャナまたはファックスユニッ
トなどである。なお、このエンジン部１１０２には、プロッタなどのいわゆるエンジン部
分に加えて、誤差拡散やガンマ変換などの画像処理部分が含まれる。
【００７７】
　コントローラ１１０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１１１と、システム
メモリ（ＭＥＭ－Ｐ）１１１２と、ノースブリッジ（ＮＢ）１１１３と、サウスブリッジ
（ＳＢ）１１１４と、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）１１１６
と、ローカルメモリ（ＭＥＭ－Ｃ）１１１７と、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１１
１８とを有し、ＮＢ１１１３とＡＳＩＣ１１１６との間をＡＧＰ（Accelerated Graphics
 Port）バス１１１５で接続した構成となる。また、ＭＥＭ－Ｐ１１１２は、ＲＯＭ（Rea
d Only Memory）１１１２ａと、ＲＡＭ（Random Access Memory）１１１２ｂとをさらに
有する。
【００７８】
　ＣＰＵ１１１１は、画像処理装置１の全体制御を行うものであり、ＮＢ１１１３、ＭＥ
Ｍ－Ｐ１１１２およびＳＢ１１１４からなるチップセットを有し、このチップセットを介
して他の機器と接続される。
【００７９】
　ＮＢ１１１３は、ＣＰＵ１１１１とＭＥＭ－Ｐ１１１２、ＳＢ１１１４、ＡＧＰバス１
１１５とを接続するためのブリッジであり、ＭＥＭ－Ｐ１１１２に対する読み書きなどを
制御するメモリコントローラと、ＰＣＩマスタおよびＡＧＰターゲットとを有する。
【００８０】
　ＭＥＭ－Ｐ１１１２は、プログラムやデータの格納用メモリ、プログラムやデータの展
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開用メモリ、プリンタの描画用メモリなどとして用いるシステムメモリであり、ＲＯＭ１
１１２ａとＲＡＭ１１１２ｂとからなる。ＲＯＭ１１１２ａは、ＣＰＵ１１１１の動作を
制御するプログラムやデータの格納用メモリとして用いる読み出し専用のメモリであり、
ＲＡＭ１１１２ｂは、プログラムやデータの展開用メモリ、プリンタの描画用メモリなど
として用いる書き込みおよび読み出し可能なメモリである。
【００８１】
　ＳＢ１１１４は、ＮＢ１１１３とＰＣＩデバイス、周辺デバイスとを接続するためのブ
リッジである。このＳＢ１１１４は、ＰＣＩバスを介してＮＢ１１１３と接続されており
、このＰＣＩバスには、ネットワークインタフェース（Ｉ／Ｆ）部なども接続される。
【００８２】
　ＡＳＩＣ１１１６は、画像処理用のハードウェア要素を有する画像処理用途向けのＩＣ
（Integrated Circuit）であり、ＡＧＰバス１１１５、ＰＣＩバス、ＨＤＤ１１１８およ
びＭＥＭ－Ｃ１１１７をそれぞれ接続するブリッジの役割を有する。このＡＳＩＣ１１１
６は、ＰＣＩターゲットおよびＡＧＰマスタと、ＡＳＩＣ１１１６の中核をなすアービタ
（ＡＲＢ）と、ＭＥＭ－Ｃ１１１７を制御するメモリコントローラと、ハードウェアロジ
ックなどにより画像データの回転などを行う複数のＤＭＡＣ（Direct Memory Access Con
troller）と、エンジン部１１０２との間でＰＣＩバスを介したデータ転送を行うＰＣＩ
ユニットとからなる。このＡＳＩＣ１１１６には、ＰＣＩバスを介してＦＣＵ（Fax Cont
rol Unit）１１２１、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）１１２２、ＩＥＥＥ１３９４（th
e Institute of Electrical and Electronics Engineers 1394）インタフェース１１２３
が接続される。
【００８３】
　ＭＥＭ－Ｃ１１１７は、コピー用画像バッファ、符号バッファとして用いるローカルメ
モリであり、ＨＤＤ１１１８は、画像データの蓄積、ＣＰＵ１１１１の動作を制御するプ
ログラムの蓄積、フォントデータの蓄積、フォームの蓄積を行うためのストレージである
。
【００８４】
　ＡＧＰバス１１１５は、グラフィック処理を高速化するために提案されたグラフィック
スアクセラレータカード用のバスインタフェースであり、ＭＥＭ－Ｐ１１１２に高スルー
プットで直接アクセスすることにより、グラフィックスアクセラレータカードを高速にす
るものである。
【００８５】
　ＡＳＩＣ１１１６に接続する操作部１１２０は、操作者からの操作入力を受け付けて、
ＡＳＩＣ１１１６に受け付けられた操作入力情報を送信する。
【００８６】
　なお、本実施の形態の画像処理装置１で実行される画像表示プログラムおよび画像形成
プログラムは、ＲＯＭ等に予め組み込まれて提供される。
【００８７】
　本実施の形態の画像処理装置１で実行される画像表示プログラムおよび画像形成プログ
ラムは、インストール可能な形式又は実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキ
シブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）等のコンピュー
タで読み取り可能な記録媒体に記録して提供するように構成してもよい。
【００８８】
　さらに、本実施の形態による画像処理装置１で実行される画像表示プログラムおよび画
像形成プログラムを、インターネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格
納し、ネットワーク経由でダウンロードさせることにより提供するように構成しても良い
。また、本実施の形態の画像処理装置１で実行される画像表示プログラムおよび画像形成
プログラムをインターネット等のネットワーク経由で提供または配布するように構成して
も良い。
【００８９】
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　本実施の形態の画像処理装置１は、上述した各部（原稿読取部２、画像記憶部３、画像
解析部４、ユーザインターフェイス部５、仕上がり画像生成部６及びプレビュー画像表示
部７など）を含むモジュール構成となっており、ＣＰＵ（プロセッサ）が上記ＲＯＭから
画像表示プログラムおよび画像形成プログラムを読み出して実行することにより上記各部
が主記憶装置上にロードされ、原稿読取部２、画像記憶部３、画像解析部４、ユーザイン
ターフェイス部５、仕上がり画像生成部６及びプレビュー画像表示部７などが主記憶装置
上に生成されるようになっている。
【００９０】
　［第２の実施の形態］
  第１の実施の形態においては、本発明の画像処理装置（画像処理装置１）として、ＭＦ
Ｐと称される複合機を適用したが、これに限るものではない。例えば、プリンタ装置など
の画像形成装置をパーソナルコンピュータに接続するとともに、このパーソナルコンピュ
ータのＨＤＤ（Hard Disk Drive）などの記憶装置に所定のプログラムをインストールし
、このプログラムに従ってパーソナルコンピュータのＣＰＵ（Central Processing Unit 
）を動作させることによっても、前述したような各種の作用効果と同様の作用効果を得る
ことができる。
【００９１】
　図１５は、本発明の第２の実施の形態にかかるプリントシステム１００の概略構成例を
示すブロック図である。図１５に示すプリントシステム１００は、印刷データ及び当該印
刷データを印刷するための印刷条件を含む印刷ジョブを送出するパーソナルコンピュータ
１０１と、印刷データを印刷するプリンタ装置１０２とが、ケーブル１０３を介して接続
されて構築されている。
【００９２】
　パーソナルコンピュータ１０１は、作成した文書に対応した印刷データ及びこの文書印
刷するために設定した印刷条件データ（用紙方向、両面、集約、製本、ステープル、パン
チ、拡大／縮小等）を印刷ジョブとしてプリンタ装置１０２に送出する。
【００９３】
　プリンタ装置１０２は、パーソナルコンピュータ１０１から送出される印刷ジョブに従
って印刷データの印刷を行う。具体的には、プリンタ装置１０２は、印刷ジョブに含まれ
る印刷条件データ（用紙方向、両面、集約、製本、ステープル、パンチ、拡大／縮小等）
に従って、印刷ジョブに含まれる印刷データを紙などのメディアに印刷する。
【００９４】
　以下、パーソナルコンピュータ１０１およびプリンタ装置１０２の具体的な構成を順に
説明する。
【００９５】
　図１６は、パーソナルコンピュータ１０１の概略構成を示すブロック図である。図１６
において、パーソナルコンピュータ１０１は、データを入力するための入力部１１１と、
表示部１１２と、データ通信をおこなうための通信部１１３と、装置全体の制御を司るＣ
ＰＵ１１４と、ＣＰＵ１１４のワークエリアとして使用されるＲＡＭ１１５と、記録媒体
１１７のデータのリード／ライトを行う記録媒体アクセス装置１１６と、ＣＰＵ１１４を
動作させるための各種プログラム等を記憶した記録媒体１１７とから構成されている。
【００９６】
　入力部１１１は、カーソルキー、数字入力キー及び各種機能キー等を備えたキーボード
、表示部１１２の表示画面上でキーの選択等を行うためのマウスやスライスパット等から
なり、操作者がＣＰＵ１１４に操作指示を与えたり、データを入力するためのユーザイン
ターフェイスである。
【００９７】
　表示部１１２は、ＣＲＴやＬＣＤ等により構成され、ＣＰＵ１１４から入力される表示
データに応じた表示が行われる。通信部１１３は、外部とデータ通信するためのものであ
り、例えば、ケーブル１０３を介してプリンタ装置１０２等とデータ通信を行うためのも
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のである。
【００９８】
　ＣＰＵ１１４は、記録媒体１１７に格納されているプログラムに従って、装置全体を制
御する中央制御ユニットであり、このＣＰＵ１１４には、入力部１１１、表示部１１２、
通信部１１３、ＲＡＭ１１５、記録媒体アクセス装置１１６が接続されており、データ通
信、メモリへのアクセスによるアプリケーションプログラムの読み出しや各種データのリ
ード／ライト、データ／コマンド入力、表示等を制御する。また、ＣＰＵ１１４は、入力
部１１１から入力された印刷データ及び当該印刷データの印刷条件データを印刷ジョブと
して通信部１１３を介して、プリンタ装置１０２に送出する。
【００９９】
　ＲＡＭ１１５は、指定されたプログラム、入力指示、入力データ及び処理結果等を格納
するワークメモリと、表示部１１２の表示画面に表示する表示データを一時的に格納する
表示メモリとを備えている。
【０１００】
　上記記録媒体１１７は、ＣＰＵ１１４が実行可能なＯＳプログラム１１７ａ（例えば、
ＷＩＮＤＯＷＳ（登録商標）等）、文書作成用アプリケーションプログラム１１７ｂ、プ
リンタ装置１０２に対応したプリンタドライバ１１７ｃ等の各種プログラムやデータを格
納する。記録媒体１７としては、例えば、フレキシブルディスク、ハードディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＭＯやＰＣカード等の光学的・磁気的・電気的な記録媒体か
ら成る。上記各種プログラムは、ＣＰＵ１１４が読み取り可能なデータ形態で記録媒体１
１７に格納されている。また、上記各種プログラムは、予め記録媒体に記録されている場
合や通信回線を介してダウンロードされて記録媒体に格納される場合等がある。また、上
記各種プログラムは通信回線を介して配信可能である。
【０１０１】
　図１７は、プリンタ装置１０２の概略構成を示すブロック図である。図１７に示すよう
に、プリンタ装置１０２は、データ通信をおこなう通信部１２１と、プリンタ装置１０２
の全体の制御を司るＣＰＵ１２２と、ＣＰＵ１２２を動作させる各種制御プログラムを格
納したＲＯＭ１２３と、各種制御プログラムのワークエリアおよびパーソナルコンピュー
タ１０１等から入力される印刷ジョブの印字データおよび印刷条件データを一時的格納す
るＲＡＭ１２４と、印字データを転写紙に印字するためのプリンタエンジン１２５と、印
字データが印字された紙をステープルするためのステープル部１２６と、印字データが印
字された転写紙にパンチ穴を空けるためのパンチ部１２７とから構成されている。つまり
、プリンタ装置１０２は、両面機能、パンチ機能、ステープル機能等を備えている。
【０１０２】
　通信部１２１は、外部とデータ通信を行うためのものであり、例えば、パーソナルコン
ピュータ１０１とデータ通信を行うものである。
【０１０３】
　ＣＰＵ１２２は、ＲＯＭ１２３に格納されている各種制御プログラムに従って装置全体
を制御する中央制御ユニットである。このＣＰＵ１２２には、通信部１２１と、ＲＯＭ１
２３と、ＲＡＭ１２４と、プリンタエンジン１２５と、ステープル部１２６と、パンチ部
１２７が接続されており，データ通信やプリンタ動作等を制御する。
【０１０４】
　ＲＯＭ１２３は、ＣＰＵ１２１を動作させるための各種制御プログラムやその処理に使
用されるパラメータ等を記憶している。ＲＡＭ１２４は、指定された制御プログラム、処
理結果及び受信した印刷データ等を格納するワークメモリを備えている。
【０１０５】
　プリンタエンジン１２５は、電子写真方式のプリンタエンジンで構成されており、印字
データを転写紙に印字するユニットである。なお、プリンタ装置１０２の印刷方式は、電
子写真方式のほか、インクジェット方式、昇華型熱転写方式、銀塩写真方式、直接感熱記
録方式、溶融型熱転写方式など、様々な方式を用いることができる。
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【０１０６】
　次に、パーソナルコンピュータ１０１のプリンタドライバ１１７ｃについて説明する。
プリンタドライバ１１７ｃは、特定のプログラムに対して他のプログラムが、プリンタ装
置１０２のハードウェアや内部“言語"に煩わされることなく操作できるように設計され
たソフトウエアプログラムであり、プリンタ装置１０２を制御するためのもので、出力デ
ータの処理等をおこなうためのものである。
【０１０７】
　パーソナルコンピュータ１０１のＣＰＵ１１４は、プリンタドライバ１１７ｃに従って
、入力部１１１から入力された印刷データ及び当該印刷データの印刷条件データに基づく
仕上がり予想図の生成・表示、文書作成アプリケーション１１７ｂで作成した印刷データ
のプリンタ装置１０２への転送等を行う。
【０１０８】
　パーソナルコンピュータ１０１は、プリンタドライバ１１７ｃに従ってＣＰＵ１１４が
動作することにより、図１８に示すように、画像記憶部３、画像解析部４、ユーザインタ
ーフェイス部５及び仕上がり画像生成部６を備える。
【０１０９】
　このように、プリンタドライバ１１７ｃに従ってＣＰＵ１１４が動作することにより、
パーソナルコンピュータ１０１は、図１に示した画像処理装置１と同等なシステム構成を
備えることになり、第１の実施の形態で説明したような各種の作用効果と同様の作用効果
を得ることができる。
【０１１０】
　図１９は、プリンタドライバ１１７ｃによる表示画面の一例を示す正面図である。図１
９に示す画面は、文書作成アプリケーション１１７ｂの表示画面やＯＳプログラム１１７
ａの起動画面等で、プリンタドライバ１１７ｃの起動が選択された場合に表示される画面
である。図１９に示す画面においては、基本条件設定画面、編集条件設定画面、仕上げ条
件設定画面等に加えて、入力部１１１から入力された印刷データ及び当該印刷データの印
刷条件データに基づく仕上がり予想図の生成・表示を行なうプレビュー設定画面７ａ（画
像処理装置１の仕上がり予想図表示部７の表示画面７ａと同様のもの）が選択可能になっ
ている。
【０１１１】
　なお、本実施の形態においては、プリンタドライバ１１７ｃに従ってパーソナルコンピ
ュータ１０１のＣＰＵ１１４を動作させることによって、入力部１１１から入力された印
刷データ及び当該印刷データの印刷条件データに基づく仕上がり予想図の生成・表示を行
なうプレビュー設定画面７ａを表示させるようにしたが、これに限るものではなく、文書
作成アプリケーション１１７ｂやＯＳプログラム１１７ａに従ってパーソナルコンピュー
タ１０１のＣＰＵ１１４を動作させることによって、プレビュー設定画面７ａを表示させ
るようにしても良い。
【０１１２】
　以上、本発明者によってなされた発明を好適な実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は上記のものに限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能
であることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０１１３】
　本発明は、複数ページからなる画像の全体構成を分かりやすく表示して、処理を行う複
合装置、複写装置、ファクシミリ装置、プリンタ装置、コンピュータ等の画像処理装置一
般に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態にかかる画像処理装置の要部を示すブロック
図である。
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【図２】図２は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図３】図３は、プレビュー画像表示用バッファでの透明仕上がり画像データの構成例を
示す模式図である。
【図４】図４は、透明仕上がり画像表示処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】図５は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図６】図６は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図７】図７は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図８】図８は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図９】図９は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図であ
る。
【図１０】図１０は、プレビュー画像表示部の表示画面における表示の一例を示す正面図
である。
【図１１】図１１は、部分ページ透明仕上がり画像の一例を示す正面図である。
【図１２】図１２は、部分ページ透明仕上がり画像の一例を示す正面図である。
【図１３】図１３は、部分ページ透明仕上がり画像の一例を示す正面図である。
【図１４】図１４は、画像処理装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図１５】図１５は、本発明の第２の実施の形態にかかるプリントシステムの概略構成例
を示すブロック図である。
【図１６】図１６は、パーソナルコンピュータの概略構成を示すブロック図である。
【図１７】図１７は、プリンタ装置の概略構成を示すブロック図である。
【図１８】図１８は、パーソナルコンピュータの要部を示すブロック図である。
【図１９】図１９は、プリンタドライバによる表示画面の一例を示す正面図である。
【符号の説明】
【０１１５】
　１，１０１　　　画像処理装置
　５　　　操作手段
　６　　　仕上がり画像生成手段
　６　　　透明仕上がり画像生成手段
　６　　　透明仕上がり画像表示手段
　７　　　表示手段
　１０　　透明仕上がり画像、処理対象画像
　２０　　ページ特定画像
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【図１１】
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【図１３】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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